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乳
幼
児
医
療
助
成
制
度
の
現
状
と
課
題

金
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：
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商
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石
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R
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F
I
L
E

金
子　

慎
二
（
か
ね
こ
・
し
ん
じ
）

昭
和
45
年
小
樽
市
生
ま
れ
。
平
成
7
年
福
島
大
学

行
政
社
会
学
部
卒
業
。
現
在
は
札
幌
市
北
区
総
務

企
画
課
選
挙
係
。

１　

全
国
に
普
及

　

乳
幼
児
医
療
助
成
制
度
は
、
乳
幼
児
の

医
療
費
の
自
己
負
担
分
の
一
部
な
い
し
全

部
を
市
区
町
村
が
補
助
す
る
も
の
で
、
全
国

に
広
く
普
及
し
て
い
る
制
度
で
あ
る
。
こ
の

制
度
は
、
都
道
府
県
の
補
助
基
準
と
、
そ
こ

に
上
乗
せ
を
し
た
市
区
町
村
独
自
の
基
準

か
ら
成
り
立
つ
。
都
道
府
県
の
制
度
は
市
区

町
村
と
の
間
の
補
助
金
交
付
の
た
め
要
綱

や
要
領
を
定
め
て
お
り
、
市
区
町
村
は
住

民
に
対
す
る
助
成
制
度
と
し
て
、
条
例
の
ほ

か
、
規
則
や
要
綱
等
で
定
め
て
い
る
。

２　

医
療
助
成
の
法
的
性
格

　

一
般
的
に
給
付
行
政
に
お
け
る
支
給
関

係
は
、
要
綱
等
の
内
部
的
準
則
に
よ
っ
て
定

め
ら
れ
て
お
り
、
支
給
を
求
め
る
者
の
申

込
み
と
こ
れ
に
対
す
る
行
政
庁
の
承
諾
に
よ

っ
て
成
立
す
る
契
約
関
係
と
実
質
的
に
類

似
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
乳
幼
児
医
療
助
成
に
つ
い

て
は
「
医
療
助
成
費
の
被
助
成
資
格
喪
失

処
分
等
取
消
請
求
事
件
」（
名
古
屋
地
裁
・

４　

北
海
道
の
状
況

　

北
海
道
は
要
綱
で
補
助
に
関
す
る
基
準

を
定
め
て
お
り
、
市
町
村
は
道
の
補
助
基

準
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
実
施
に
要
す
る

費
用
の
２
分
の
１
が
補
助
さ
れ
る
。
給
付

対
象
範
囲
は
、
就
学
前
が
入
院
と
通
院
、

小
学
生
が
入
院
の
み
で
あ
り
、
自
己
負
担

は
、
課
税
世
帯
で
、
３
歳
以
上
は
１
割
、

３
歳
未
満
は
初
診
時
一
部
負
担
金
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
原
則
償
還
払
い
と
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
補
助
金
に
上
乗
せ
し
て
、
独
自
に

支
給
対
象
年
齢
の
拡
大
を
し
て
い
る
市
町

村
が
多
く
、
通
院
で
は
１
７
９
市
町
村
の

平
成
１
６
年
９
月
９
日
判
決
）
に
お
い
て
、

「
名
古
屋
市
民
か
ら
の
個
別
的
な
申
込
み
と

被
告
（
名
古
屋
市
長
）
に
よ
る
承
諾
の
一

致
を
要
件
と
す
る
私
法
上
の
契
約
関
係
で

は
な
く
、
被
告
に
よ
る
要
件
審
査
に
基
づ

く
一
方
的
な
被
助
成
資
格
の
認
定
と
見
る

べ
き
で
あ
り
、
本
件
通
知
（
資
格
喪
失
の
お

知
ら
せ
）
は
行
政
処
分
に
当
た
る
」
と
判

示
さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
、
大
量
か
つ
反
復
す
る
事
務
を
処

理
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
事
務
を
明
確
、

統
一
的
か
つ
平
等
に
処
理
す
る
た
め
に
も

条
例
を
制
定
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
条

例
で
定
め
ら
れ
た
目
的
、
要
件
、
効
果
、

手
続
を
み
る
と
、
要
綱
を
採
用
す
る
可
能

性
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
行
政
処
分
性
を
否

定
で
き
な
い
―
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
行
政
処
分
性
を
否
定
す
る
と
、

被
助
成
資
格
を
有
し
な
が
ら
、
本
件
助
成

を
拒
否
さ
れ
た
申
請
者
は
、
せ
い
ぜ
い
平
等

原
則
違
反
を
理
由
と
し
て
、
事
後
的
に
民

事
上
の
損
害
賠
償
請
求
を
す
る
ほ
か
な
い
、

こ
の
救
済
方
法
は
あ
ま
り
に
迂
遠
―
と
行

う
ち
、
道
の
基
準
を
そ
の
ま
ま
適
用
し
て
い

る
の
は
72
市
町
村
で
、
１
０
７
市
町
村
は
何

ら
か
の
形
で
対
象
を
拡
大
し
て
い
る
。

５　

医
療
助
成
制
度
の
課
題

　

地
方
は
国
に
対
し
て
、
医
療
助
成
の
制

度
化
を
求
め
て
い
る
が
、
逆
に
国
は
、
受
診

者
に
一
定
の
負
担
を
求
め
る
の
が
原
則
で

あ
る
と
し
、
地
方
独
自
の
医
療
助
成
に
よ
っ

て
、
医
療
費
が
膨
ら
む
こ
と
を
危
惧
し
、
窓

口
負
担
の
無
料
化
に
は
「
国
民
健
康
保
険

療
養
費
等
国
庫
補
助
金
の
減
額
措
置
」
を

課
し
て
い
る
。

　

近
年
、
乳
幼
児
医
療
助
成
制
度
は
、
自

が
な
さ
れ
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　

権
利
救
済
で
は
、
不
服
申
し
立
て
が
で

き
る
こ
と
に
な
る
が
処
分
性
が
明
確
で
は

な
い
場
合
は
問
題
と
な
る
。
新
潟
市
行
政

苦
情
審
査
会
に
は
「
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
助
成
の
受
給
資
格
を
身
に
覚
え
の
な
い

理
由
で
喪
失
し
た
。
ま
た
、
審
査
請
求
（
異

議
申
立
）
で
き
る
記
載
が
な
か
っ
た
」
と
苦

情
申
し
立
て
が
な
さ
れ
て
い
る
（
審
査
会
は

平
成
25
年
3
月
28
日
、
申
立
て
が
で
き
る

か
ど
う
か
は
判
断
で
き
る
事
項
で
は
な
い
と

決
定
し
た
）。

　

ま
た
、
行
政
処
分
で
あ
れ
ば
、
行
政
手

続
法
に
よ
っ
て
、
標
準
処
理
期
間
を
定
め
る

努
力
義
務
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
定

め
る
と
き
は
、
事
務
所
に
備
え
付
け
る
か
そ

の
他
に
よ
っ
て
公
に
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
確
認
で
き
る
自
治
体

は
多
く
は
な
い
。
横
浜
市
（
小
児
の
医
療

費
助
成
に
関
す
る
条
例
）
で
は
、「
医
療
証

の
交
付
」
は
20
日
、
医
療
費
償
還
払
の
支

給
決
定
は
60
日
と
示
さ
れ
て
い
る
。

政
処
分
性
を
認
め
て
抗
告
訴
訟
に
よ
る
救

済
を
図
る
こ
と
が
相
当
と
し
て
い
る
。

　

実
際
、
札
幌
市
子
ど
も
医
療
費
助
成
条

例
を
み
て
も
、
対
象
者
（
各
医
療
保
険
の

被
扶
養
者
等
、
住
所
、
年
齢
）、
所
得
制
限
、

助
成
の
範
囲
、申
請
及
び
登
録
、受
給
者
証

（
登
録
に
よ
っ
て
交
付
）、
助
成
の
方
法
、
届

出
義
務
な
ど
に
つ
い
て
規
則
に
委
ね
る
部
分

も
含
め
て
、
詳
細
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
３　

全
国
の
条
例
制
定
状
況

　

し
か
し
、
全
国
の
制
度
を
概
観
す
る
と
、

多
く
の
市
は
条
例
の
制
定
を
行
っ
て
い
る
が
、

町
で
は
規
則
や
要
綱
と
な
っ
て
い
る
事
例
が

多
い
。
ま
た
、
条
例
を
制
定
し
て
い
る
自
治

体
で
も
、
対
象
が
異
な
る
心
身
障
害
や
ひ

と
り
親
の
医
療
助
成
制
度
は
、
要
綱
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

　

自
治
体
の
規
模
や
制
度
も
個
別
に
み
て

い
く
必
要
が
あ
る
が
、
名
古
屋
地
裁
判
決

や
受
給
者
の
権
利
救
済
、
制
度
の
透
明
性

な
ど
も
踏
ま
え
れ
ば
、
乳
幼
児
医
療
助
成

制
度
に
つ
い
て
は
、
条
例
化
に
向
け
た
検
討

治
体
間
の
競
争
の
一
つ
に
な
る
こ
と
が
多

く
、
助
成
対
象
年
齢
の
拡
大
が
政
策
と
し

て
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
左
の
表
は
都
道
府

県
ご
と
の
医
療
助
成
終
了
年
齢
の
平
均
値

と
財
政
力
指
数
で
あ
る
。
こ
の
表
を
見
る

と
、関
東
地
方
を
は
じ
め
、南
東
北
、中
部
、

近
畿
地
方
の
都
府
県
の
終
了
年
齢
が
比
較

的
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
財
政
力
の
高
い
自

治
体
が
制
度
を
拡
充
さ
せ
、
周
辺
自
治
体

も
追
随
す
る
傾
向
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
鳥
取
県
や
高
知
県
な
ど
、
財
政

力
指
数
が
比
較
的
低
い
県
で
も
医
療
助
成

終
了
年
齢
が
高
い
県
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
１
９
７
０
年
前

後
か
ら
全
国
に
拡
大
し
た
老
人
医
療
費

の
無
料
化
競
争
を
想
起
さ
せ
る
。こ
れ
は
、

最
終
的
に
は
、
老
人
保
険
法
の
改
正
に
よ

っ
て
終
焉
を
迎
え
た
。
し
か
し
、
そ
の
間
、

財
政
力
の
弱
い
自
治
体
に
は
大
き
な
財

政
負
担
と
な
り
、
体
力
を
消
耗
さ
せ
た
。

　

地
方
分
権
型
社
会
に
お
い
て
、
各
自

治
体
の
政
策
競
争
は
望
ま
し
い
こ
と
で
は

あ
る
が
、
医
療
は
国
全
体
で
制
度
設
計

を
行
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
過
度
の
無
料

化
は
将
来
に
わ
た
っ
て
地
方
全
体
の
財
政

負
担
を
増
大
さ
せ
、
必
要
な
他
の
政
策

を
圧
迫
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
考

え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

条
例
の
制
定
改
正
な
ど
を
通
し
て
、
地

方
議
会
に
お
い
て
も
、
少
子
化
対
策
と
財

政
負
担
、
医
療
制
度
な
ど
に
つ
い
て
、
幅

広
い
議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。
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医療助成終了年齢　厚生労働省調査（平成26年4月1日現在）
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全都道府県の乳幼児医療助成終了年齢及び財政状況
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	市町村職員自主調査研究グループ助成事業実施報告_1_紋別市
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